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は
じ
め
に

　

こ
の
度
、
本
誌
の
「
紹
介
と
批
評
」
で
取
り
上
げ
る
の
は
、Cohen, 

R. 2008 G
lobal D

iasporas: A
n Introduction (2nd ed.), 

London: Routledge

の
翻
訳
書
で
あ
る
。
初
版
は
一
九
九
七
年
刊

行
な
の
で
、
新
版
は
そ
の
約
一
〇
年
後
の
出
版
と
な
る
。
新
版
が
出

版
さ
れ
た
の
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
を
利
用
し
た
現
代
国
際
移
民

の
動
態
研
究
へ
の
支
持
が
高
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

本
書
に
は
、
さ
ら
な
る
概
念
的
洗
練
を
求
め
る
と
同
時
に
、
概
念
の

適
用
範
囲
を
拡
大
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
明
確
に
窺
え
る
（
第
一
版

は
駒
井
洋
監
訳
、
角
谷
多
佳
子
訳
で
明
石
書
店
よ
り
二
〇
〇
一
年
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
）。

　

ロ
ビ
ン
・
コ
ー
エ
ン
（Robin Cohen

、
一
九
四
四
年
︱
）
は
、

南
ア
フ
リ
カ
出
身
の
社
会
学
者
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉

教
授
（
同
大
学
国
際
移
民
研
究
所
前
所
長
）
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
ク
に
生
ま
れ
、
学
生
時
代
に
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
に
参
加
し

た
後
、
一
九
六
四
年
に
渡
英
し
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
、
ウ
ォ
ー

リ
ッ
ク
大
学
や
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
批
判

的
な
立
場
か
ら
労
働
力
移
動
論
や
移
民
研
究
を
専
攻
し
、
一
九
八
七

年
の
著
書
『
労
働
力
の
国
際
的
移
動
――

奴
隷
化
に
抵
抗
す
る
移
民

労
働
者
』（
明
石
書
店
、
一
九
八
九
年
）
と
、
二
〇
〇
〇
年
刊
行
の

ポ
ー
ル
・
ケ
ネ
デ
ィ
と
の
共
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー

（
１
、
２
）』（
山
之
内
靖
監
訳
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
日
本

で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。ご
く
最
近
の
業
績
と
し
て
は
、Cohen, R. and 

G. Jónsson eds. 2011 M
igration and Culture, Cheltenham

: 
Edw

ard Elgar

お
よ
びCohen, R. and P. T

oninato eds. 2009 
T

he Creolization R
eader: Studies in M

ixed Identities and 
Cultures, London and N

ew
 Y

ork: Routledge

が
あ
る
。
国
際

社
会
学
の
泰
斗
で
あ
る
。

　

筆
者
に
よ
る
新
版
刊
行
の
正
当
性
の
根
拠
は
、「
新
版
へ
の
序
言
」

に
よ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
九
九
七
年
以
来
相
当
量
の
概
念
的
文
献
が
蓄
積
さ

れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
私
の
提
唱
を
支
持
し
て
い
る
が
、

若
干
は
批
判
的
で
あ
る
。
批
判
の
内
容
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と

は
か
な
り
難
し
い
も
の
の
、
批
判
に
全
く
答
え
な
い
こ
と
は
傲
慢

紹
介
と
批
評

ロ
ビ
ン
・
コ
ー
エ
ン
著
（
駒
井
洋
訳
）

『
新
版
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』
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な
行
為
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
こ
の
一
〇
年
間
の
社
会
科
学
と
増
加
傾
向
を
み
せ
る

人
文
科
学
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
関
す
る
比
較
お
よ
び
理
論

的
研
究
の
量
だ
け
を
み
て
も
、
実
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
私

は
、
こ
の
新
版
で
、
決
し
て
網
羅
し
た
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
も

の
の
、
こ
れ
ら
の
萌
芽
的
な
文
献
の
若
干
を
選
択
し
た
。

　

第
三
に
、
九
・
一
一
以
後
の
多
く
の
論
調
と
同
様
に　

デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
に
つ
い
て
の
議
論
も
安
全
保
障
の
論
題
へ
と
引
き
寄
せ
ら

れ
た
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
居
住
す
る
国

へ
の
潜
在
的
な
裏
切
り
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
帰
結
を
伴
う
の
か
。
今
や
さ
ら
な
る
考
察
を
必
要
と

す
る
（
第
六
章
と
第
九
章
を
見
よ
）。

　

第
四
に
、
多
く
の
場
合
、
も
と
よ
り
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
起
源
の
土
地
に
対
し
て
愛
着
を
示
し
て
き
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
の
地
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
の
た
め
に

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
試
み
が
、
時
に
は

国
際
的
開
発
機
関
や
豊
か
な
国
の
政
府
と
の
協
力
の
も
と
に
な
さ

れ
て
き
た
（
第
九
章
）。
そ
れ
と
と
も
に
「
ふ
る
さ
と
の
地
」
や

「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
観
念
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
状
況
に
内

在
的
で
あ
る
か
ど
う
か
が
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
。

　

第
五
に
、
類
似
し
た
り
関
連
し
た
り
す
る
多
く
の
用
語
、
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
性
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
、
ク
レ
オ
ー
ル
な
ど
が
流
行
す
る
に
つ
れ
、
時
に
は
相
当
の

概
念
的
混
乱
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
版
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
語
の

す
べ
て
は
よ
り
一
貫
性
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
引
用
で
は
必
要
に
応
じ
て
省
略
を
し
て
い
る
が
、
批
判
へ

の
応
答
、
初
版
以
後
の
研
究
成
果
の
吸
収
、
九
・
一
一
以
後
の
国
際

情
勢
の
激
変
に
合
わ
せ
て
の
変
更
、
開
発
問
題
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と

の
関
係
、
概
念
の
多
様
化
と
混
乱
へ
の
対
応
（
概
念
の
さ
ら
な
る
洗

練
）
が
、
新
刊
の
刊
行
を
促
し
た
こ
と
に
な
る
。
加
え
る
な
ら
ば
、

教
科
書
と
し
て
も
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
翻

訳
は
、
国
際
移
民
研
究
で
は
先
駆
的
な
研
究
を
発
表
し
、
長
年
に
わ

た
り
日
本
に
お
け
る
国
際
社
会
学
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
た
駒
井

洋
先
生
が
担
当
し
て
お
り
、
大
変
読
み
や
す
い
。
評
者
も
移
民
国
家

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
な
か
で
、
必
然
的
に
移
民
・
難
民
受
け
入

れ
と
社
会
統
合
問
題
を
扱
っ
て
き
た
の
で
、
国
際
社
会
学
に
多
少
と

も
貢
献
し
た
と
自
負
を
も
つ
が
、
本
書
は
、
国
際
移
民
研
究
の
展
開

に
大
い
に
寄
与
す
る
文
献
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
紹
介
と
と

も
に
批
評
を
し
た
い
。

構
成
（
目
次
）
と
概
要
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本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

謝
辞

新
版
へ
の
序
言

日
本
語
版
へ
の
序
言

第
一
章　

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
の
四
段
階

第
二
章　

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
古
典
的
概
念

　
　
　
　
　

――

ユ
ダ
ヤ
人
伝
説
の
見
直
し

第
三
章　

犠
牲
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

　
　
　
　
　

――

ア
フ
リ
カ
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人

第
四
章　

労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

　
　
　
　
　

――

年
季
契
約
イ
ン
ド
人
と
イ
ギ
リ
ス
人

第
五
章　

交
易
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
――

中
国
人
と
レ
バ
ノ
ン
人

第
六
章　

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
ふ
る
さ
と
の
地

　
　
　
　
　

――

シ
オ
ニ
ス
ト
と
シ
ク
教
徒

第
七
章　

脱
領
土
化
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

　
　
　
　
　

――

黒
い
大
西
洋
と
ボ
ン
ベ
イ
の
魅
力

第
八
章　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
動
員

第
九
章　

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
研
究

　
　
　
　
　

――

古
い
方
法
と
新
し
い
論
点

訳
者
あ
と
が
き

参
考
文
献
、
注
、
索
引

　

本
書
で
コ
ー
エ
ン
は
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
の
歴
史
を
第
一
章
で

整
理
し
た
後
、
第
二
章
で
「
古
典
的
な
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」（
犠
牲
者

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
が
、
そ
の

際
に
、
以
下
の
点
に
注
意
す
る
よ
う
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
で
あ
る
。
普
通
、

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（diasporas

）」
と
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
意
志

に
反
し
て
強
制
さ
れ
異
国
の
地
に
移
住
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
各

地
に
『
離
散
』
し
て
移
動
を
続
け
る
、
あ
る
い
は
、
定
住
す
る
人
々

で
あ
る
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
い
つ
か
故
国
あ
る
い
は
祖
先
の
地
へ
の

帰
還
を
強
く
望
ん
で
い
る
の
で
、
移
住
先
で
も
伝
統
文
化
・
生
活
様

式
・
言
語
・
宗
教
を
維
持
し
、
同
化
せ
ず
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
し
て

結
束
し
て
い
る
人
々
で
あ
り
、
別
の
地
に
移
住
し
た
同
胞
と
も
緊
密

な
連
携
を
維
持
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
同
化
拒
否
者
な
の
で
移

住
先
で
差
別
さ
れ
や
す
い
が
、
移
住
先
に
定
住
し
て
同
化
し
、
現
地

の
人
々
の
文
化
・
言
語
・
宗
教
を
受
入
れ
、
い
ず
れ
は
国
民
化
す
る

と
い
う
通
常
の
意
味
で
の
「
移
民
」
と
は
異
な
る
人
々
で
あ
る
と
特

徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
原
型
は
ユ
ダ
ヤ
人
（
原
型
的

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ー
エ
ン
は
次
の
よ

う
に
指
摘
す
る
。
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「
一
三
世
紀
ま
で
の
時
代
か
ら
重
要
な
結
論
を
引
き
出
し
て
お
き
た

い
。
つ
ま
り
、
バ
ビ
ロ
ン
、
北
ア
フ
リ
カ
、
ス
ペ
イ
ン
、
そ
の
他
の

地
中
海
付
近
に
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
必
ず
し
も
ユ

ダ
ヤ
に
あ
る
失
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
の
地
に
対
し
て
愛
着
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
」（
七
六
頁
）
と
指
摘
し
、

す
ぐ
に
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
（Jam

es Clifford, 1994, 

“Diasporas

”, 
Current A

nthropology, 9(3), 302‒38

）
の
以
下
の
文
章
を
引
用

す
る
。「
分
散
し
て
広
が
っ
て
い
る
こ
の
社
会
を
つ
な
げ
て
い
る
も

の
は
、
宗
教
発
祥
の
地
に
対
す
る
（
バ
ビ
ロ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
エ

ジ
プ
ト
に
住
む
）
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
ら
の
忠
誠
心
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
は
文
化
の
様
式
、
親
族
関
係
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
関
係
、
旅

行
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ゴ
イ
テ
イ
ン

（Solom
on D

. F. Goitein, 1967‒93, A
 M

editerranean Society 
(6 vols), Berkeley: U

niversity of California Press
）
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
中
世
時
代
に
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
複
数
の
特
定
の
都
市

に
愛
着
を
も
つ
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
（
時
に
は
宗
教
と
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
の
関
係
に
勝
る
場
合
も
あ
っ
た
）
こ
と
を
考
え
る
と
、
ユ
ダ

ヤ
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
『
中
心
』
を
一
つ
の
土
地
に
置
く
よ
う
な
定

義
づ
け
は
ど
れ
も
あ
や
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ス
フ
ァ
ラ
デ
ィ

ム
〔
イ
ベ
リ
ア
半
島
出
身
の
ユ
ダ
ヤ
人
〕
の
間
で
は
、
一
四
九
二
年

以
降
で
さ
え
、
彼
ら
が
『
ふ
る
さ
と
』
と
し
て
な
つ
か
し
ん
だ
の
は

聖
地
と
と
も
に
ス
ペ
イ
ン
の
町
だ
っ
た
」（
七
六
︱
七
七
頁
）
と
い

う
点
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
中
心
を
一
つ
に
し
た
犠
牲
者
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
イ
メ
ー
ジ
は
、
む
し
ろ
一
九
世
紀
後
半

の
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
展
開
と
と
も
に
生
み
出
さ
れ
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

（
反
セ
ム
主
義
）
の
嵐
の
な
か
で
、
つ
ま
り
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
定

住
地
と
聖
地
へ
の
二
重
忠
誠
の
維
持
と
、
定
住
地
へ
の
同
化
へ
の
可

能
性
が
失
わ
れ
て
い
く
過
程
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
い

う
（
八
五
頁
）。

　

本
章
の
結
論
で
コ
ー
エ
ン
は
、
伝
統
的
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
解
釈
に
反

論
し
た
ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
の
議
論
を
踏
ま
え
て
（
七
九
頁
）、

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
概
念
の
中
核
に
支
配
的
に
存
在
し
て
い
る

の
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
伝
統
で
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研

究
者
が
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
伝
統
を
十
分
に
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
を
超
越
す
る
こ
と
も
ま
た

必
要
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、「
ユ
ダ
ヤ
人
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ

経
験
が
多
く
の
人
々
が
考
え
る
よ
り
ず
っ
と
複
雑
で
多
様
で
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
が
重
要
」
で
あ
り
、「
ユ
ダ
ヤ
人
は
単
一
の
民
族
で

は
な
い
、
彼
ら
は
多
く
の
側
面
を
持
つ
多
く
の
地
域
に
ま
た
が
る
歴

史
を
も
ち
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
遺
伝
学
的
に
は
錯
綜
し
て
い
る
。
他
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
同
様
に
、
彼
ら
の
歴
史
は
社
会
的
に
構
築
さ
れ
、

歴
史
の
解
釈
は
選
択
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
…
…
（
省
略
）
ユ
ダ
ヤ
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人
の
移
民
の
歴
史
に
お
け
る
自
発
的
要
素
も
ま
た
軽
視
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
祖
先
の
ふ
る
さ
と
の
地
の
外
に
あ
る
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
交
易
と
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
増
殖
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
強
制
的
な
離
散
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」

（
八
六
︱
八
七
頁
）
と
も
指
摘
す
る
。

　

第
二
章
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
対
す
る
伝
統
的
解
釈
を

超
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
を
よ
り
広
く

適
用
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
い
と
本
書
の
意
図
す
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概

念
の
再
構
築
・
再
編
、
そ
し
て
拡
大
適
用
が
不
可
能
に
な
る
の
で
あ

る
。
と
は
い
え
、
犠
牲
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
ユ
ダ
ヤ
人
以
外
で
も
存

在
す
る
こ
と
を
論
じ
る
た
め
、
第
三
章
で
改
め
て
犠
牲
者
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
人
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
な
ど
を
論
じ
る
が
、
そ

の
後
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
存
在
を
論
じ
る
。
第

四
章
で
は
、「
労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」（
年
季

契
約
イ
ン
ド
人
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
）
に
つ
い
て
論
じ
、
第
五
章

の
「
交
易
と
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
で
は
、
中
国
人
と
レ
バ

ノ
ン
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
つ
い
て
提
示
し
、
概
念
の
多
様
性
を
論
じ

る
。
そ
の
後
、
第
六
章
で
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
故
地
と
の
関
係
も
曖

昧
・
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
、
カ
リ
ブ
人
を
例
に
脱
領
土
化
さ
れ
た

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
登
場
（
第
七
章
）
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
し
て
現
代

は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
ら
に
論
じ

る
（
第
八
章
）。
最
後
に
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
本
来
、
創
造
的
で
優

秀
な
人
々
で
あ
り
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
へ
の
強
い
拘
り
を
も
つ
も
の
の
、

移
住
先
の
文
化
・
言
語
・
宗
教
と
も
折
り
合
い
つ
つ
、
う
ま
く
対
応

で
き
る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
性
格
を
強
め
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た

優
秀
な
人
々
を
生
か
す
も
殺
す
も
、
受
入
れ
国
次
第
だ
と
い
う
。
つ

ま
り
、
受
入
れ
先
の
国
民
が
異
文
化
に
寛
容
に
対
応
で
き
る
か
否
か

に
よ
る
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
受
入
れ
国
の
対
応
に
は
、
困
難

か
も
し
れ
な
い
が
多
文
化
承
認
・
異
文
化
交
流
主
義
的
な
対
応
が
必

要
だ
と
示
唆
し
て
締
め
く
く
る
（
第
九
章
）。

批　

評

　

と
こ
ろ
で
、
評
者
に
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
概
念
は
あ
ま
り
な

じ
み
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
も
雑
誌
『
移
民
・
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
研
究
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
、
駒
井
洋
先
生
編
集
・
監
修
の
も
と
明

石
書
店
よ
り
刊
行
さ
れ
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
シ
リ
ー
ズ
に
よ
り
今

で
は
、
日
本
で
も
な
じ
み
の
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
研
究
者
で
あ
る
筆
者
は
、
あ
ま
り
使
わ
な
い
。

た
だ
、
近
年
で
は
、
非
英
語
系
移
民
作
家
の
活
躍
に
よ
り
多
文
化
文

学
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
文
学
が
成
長
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
文
学
の
な

か
で
確
固
た
る
地
位
を
築
き
つ
つ
あ
る
（
Ｋ=

Ｄ
・
ス
ミ
ス
／
有
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満
保
江
編
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ド
ッ
グ
︱
多
文
化
を
映
す
現
代
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
短
編
小
説
集
』
現
代
企
画
社
、
二
〇
〇
八
年
参
照
）。

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
移
民
系
の
移
民
研
究
や
連
邦
移
民
政
策
研
究
で

は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
概
念
で
あ
る
。
評
者
が
Ｓ
・
カ
ー
ス
ル
ズ
と

Ｊ
・
Ｍ
・
ミ
ラ
ー
（
関
根
・
関
根
訳
）『
国
際
移
民
の
時
代
』（
初
版

=

一
九
九
三
年
と
第
四
版=

二
〇
一
〇
年
）
を
共
訳
し
た
時
に
も

感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
確
な
説
明
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
カ
ー

ス
ル
ズ
と
ミ
ラ
ー
両
先
生
は
あ
ま
り
積
極
的
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念

を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
い
で
に
い
う
と
、
開
発
と
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
の
関
係
に
つ
い
て
も
コ
ー
エ
ン
ほ
ど
楽
観
的
で
は
な
い
。
お
二

人
は
、
自
分
た
ち
を
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
あ
る
い
は
そ
の
子
孫
と
は
考
え

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
今
回
、
本
書
の
第
四
章
「
労
働
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
と
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
――

年
季
契
約
イ
ン
ド
人
と
イ
ギ

リ
ス
人
」
を
読
ん
で
、
改
め
て
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
に
注
目
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
感
じ
た
（
＊
本
書
初
版
の
翻
訳
書
出
版
の
際
に
す
ぐ
入

手
し
、
第
三
章
「
労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
――


イ
ン
ド
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
」
を
読
ん
で
い
れ
ば
、
随
分
以
前
よ
り
注

目
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
別
の
こ
と
に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え

不
勉
強
で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
）。
た
だ
し
、
繰
り
返
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
研
究
者
は
あ
ま
り
こ
の
言
葉
を
使
わ
な
い

と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
故
に
本
書
で
、
多
く
の
移
住
集
団
が
様
々
な
類
型
に
基
づ
く

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
イ

ギ
リ
ス
人
移
民
達
が
、
帝
国
と
い
う
形
容
詞
が
つ
い
て
い
る
と
は
い

え
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
だ
と
い
う
指
摘
に
は
大
い
に
驚
い
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
移
民
国
家
と
し
て
歴
史
的
に
み
て
も
多
様
な
人
々
を
受

け
入
れ
て
い
る
の
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
、
レ
バ
ノ

ン
人
、
そ
し
て
日
本
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
を
広
義
の
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
と
呼
ぶ
こ
と
に
抵
抗
は
な
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
移
民
系
国
民

の
先
祖
達
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
だ
と
い
う
こ
と
に
は
正
直
驚
い
た
。
ま

た
、
本
書
で
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
さ
れ
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
移
民

も
、
歴
史
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民

の
風
下
に
長
い
間
立
た
さ
れ
て
い
た
が
、
今
日
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
移

民
系
国
民
と
同
格
の
支
配
的
地
位
に
立
つ
人
々
と
し
て
描
か
れ
る
こ

と
も
多
い
（W

hite A
nglo=Celtic

）。
実
際
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系

移
民
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
移
民
系
国
民
と
同
様
に
労
働
党
支

持
者
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
治
を
下
支
え
し
て
い
る
。
イ
ギ

リ
ス
移
民
系
は
、
本
章
で
扱
わ
れ
る
典
型
的
な
イ
ン
ド
系
契
約
移
民

で
あ
る
労
働
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
移
住
先
で
支
配

的
地
位
を
築
き
、
先
住
民
族
や
ア
ジ
ア
系
移
民
を
周
辺
化
し
差
別
す

る
立
場
に
立
つ
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
あ
る
。
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労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は
、
西
欧
列
強
帝
国
植
民
地
で
の
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
に
従
事
す
る
隷
属
的
な
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
植
民
地

移
民
労
働
者
の
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
に
支
配

者
・
排
他
的
な
社
会
的
強
者
と
し
て
の
意
味
を
も
た
せ
た
の
が
帝
国

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
あ
る
が
、
こ
の
概
念
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
を
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
切
り
離
し
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ー
エ
ン
は
、
今
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ

人
も
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
対
し
て
支
配
的
・
排
他
的
な
立
場
に
い
る
と

い
う
点
を
批
判
す
る
こ
と
も
含
め
て
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
存
在
を

主
張
し
た
い
よ
う
で
あ
る
（
二
一
〇
︱
二
一
三
頁
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
コ
ー
エ
ン
は
支
配
的
に
立
つ
イ
ギ
リ
ス
系
移
民

を
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
入
れ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
を
ユ
ダ
ヤ
人
特
有
の
も
の
か
ら
解
放
し
、
よ
り

積
極
的
な
意
味
を
授
け
、
か
つ
広
い
範
囲
で
適
用
し
よ
う
と
す
る
の

だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
実
際
、
他
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
よ
う
に
イ
ギ

リ
ス
系
移
民
の
移
住
に
は
何
ら
か
の
強
制
的
事
情
も
絡
ん
で
い
る
し
、

今
日
で
も
異
常
な
ほ
ど
祖
国
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
王
室
に
関
心
を
抱
き
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
Ⅱ
世
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
訪
豪
の
際
は
大
量
の

追
っ
か
け
が
で
る
光
景
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
心

性
が
明
確
で
あ
る
。
事
あ
る
ご
と
に
英
国
か
ら
出
自
を
強
調
す
る
傾

向
も
同
じ
で
あ
る
。

　

コ
ー
エ
ン
は
「
ご
く
最
近
ま
で
、
多
く
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
、

カ
ナ
ダ
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
あ
る
い
は
ジ
ン
バ
ブ
エ
人
が
イ
ギ

リ
ス
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
し
、
か
つ
一
つ
の
国

に
決
め
ず
、
両
方
に
行
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
か
た
く
な
に
も
イ

ギ
リ
ス
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
離
さ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
イ
ギ
リ
ス

人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
子
孫
で
あ
る
青
年
た
ち
は
、
今
も
通
過
儀
礼
と

し
て
一
年
間
イ
ギ
リ
ス
本
国
で
過
ご
す
こ
と
が
よ
く
あ
る
（
彼
ら
は
、

み
な
判
で
押
し
た
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
の
ア
ー
ル
ス
コ
ー
ト
に
集
ま
っ

て
く
る
。
ア
ー
ル
ス
コ
ー
ト
は
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
か
ら
も
ロ
ン
ド
ン

の
中
心
部
か
ら
も
近
く
、
大
き
な
レ
ン
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
）」

（
一
六
一
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
間
違
い
な
い
の
で
、
英
国
系

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
呼
べ
な
い
こ
と
は
な

い
が
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
の
拡
張
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
の
疑
問

も
涌
い
て
く
る
。

　

実
際
、
コ
ー
エ
ン
は
第
四
章
冒
頭
に
近
い
と
こ
ろ
で
、「
仕
事
を

求
め
て
海
外
に
移
住
し
た
集
団
を
す
べ
て
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
呼
ん
で

よ
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
用
語
の
過
度

の
拡
大
解
釈
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
」（
一
三
三
︱
一
三
四
頁
）

と
指
摘
し
た
後
、
同
文
章
に
つ
け
ら
れ
た
注（
二
）に
お
い
て
「
も
っ

と
も
、
用
語
（
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
評
者
）
は
大
雑
把
な
扱
い
方
が
さ

れ
て
お
り
、
特
に
在
米
の
メ
キ
シ
コ
人
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
人
、
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キ
ュ
ー
バ
人
、
ド
イ
ツ
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
や
っ
て
き
た
多
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
に
対
し

て
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
私
は
そ
う
い

う
集
団
を
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』
と
は
呼
ば
な
い
」（
三
八
九
頁
）
と

し
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
労
働
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
概
念
を
よ
り
明

確
に
し
よ
う
と
す
る
文
章
だ
が
、
評
者
に
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
そ

の
も
の
を
曖
昧
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
な
か
に
は
、
帰
国
へ
の
意
志
よ

り
も
独
立
国
家
へ
の
意
欲
も
強
く
、
多
文
化
主
義
社
会
へ
の
志
向
も

強
い
も
の
も
多
い
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
人
や
ケ
ベ
ッ
ク
人
を
含
む
カ

ナ
ダ
人
に
も
い
え
る
。
し
か
し
、
コ
ー
エ
ン
に
従
い
帝
国
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
を
当
て
は
め
れ
ば
、
確
か
に
単
純
な
移
民
概
念
で
は
捉
え
切
れ

な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
移
民
系
国
民
の
複
雑
な
行
動
パ

タ
ー
ン
や
そ
の
心
性
を
描
く
に
は
都
合
の
よ
い
概
念
で
あ
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
な
か
に
は
政
治
・

経
済
的
影
響
力
を
も
つ
人
々
も
多
く
、
や
は
り
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ

り
差
別
さ
れ
続
け
る
離
散
の
人
々
と
い
う
古
い
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す

る
必
要
が
あ
る
と
は
い
え
、
コ
ー
エ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
貧
乏
で

も
差
別
的
な
立
場
の
イ
ギ
リ
ス
移
民
系
国
民
は
、
出
身
国
に
対
抗
し

て
自
治
や
独
立
を
求
め
る
人
々
で
あ
り
（
一
六
〇
頁
）、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
内
の
他
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
に
た
め

ら
い
は
残
る
。
コ
ー
エ
ン
は
、
差
別
的
な
地
位
に
置
か
れ
る
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
を
帝
国
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
存
在
、
あ
る
い
は
準
帝
国
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
的
存
在
と
す
る
が
（
一
四
八
頁
）、
差
別
す
る
側
の
白
人
移

民
と
差
別
さ
れ
た
ア
ジ
ア
系
移
民
（
労
働
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
）
の
両
者

の
立
場
が
曖
昧
に
な
る
、
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
様
々
な
移
民
を
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
呼
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
慎

重
だ
と
は
い
え
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
た
何
か
が
薄
ま
っ
て
い
く
気
が
し
な
い
で
も
な

い
。

　

評
者
が
感
じ
た
「
た
め
ら
い
」
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
関
す

る
記
述
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
コ
ー
エ
ン
の
議
論

に
対
す
る
異
和
感
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
め
ら
い
は
、
多
分
に

評
者
が
古
い
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
定
義
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
以
後
、
気
を
つ
け
た
い
と
思
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本

書
は
今
後
の
国
際
移
民
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
貢
献
で
あ
る
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
。
本
書
が
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
を
大
い

に
希
望
す
る
。

　
お
わ
り
に

　

本
書
に
よ
り
、
さ
ら
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
の
有
効
性
が
明
確
に

な
り
、
そ
の
精
緻
化
が
初
版
に
比
べ
格
段
に
進
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
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な
い
。
現
代
世
界
の
「
国
際
移
民
」
が
さ
ら
に
精
緻
に
研
究
で
き
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
先
に
紹
介
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短

編
集
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ド
ッ
グ
』
に
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

生
き
残
り
の
両
親
を
も
ち
、
戦
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
移
住
し
作
家

と
な
っ
た
人
物
に
よ
る
短
編
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ユ
ダ
ヤ

系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
定
住
者
達
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
休
暇
の
た
め
帰

郷
し
、
な
か
に
は
そ
の
ま
ま
定
住
す
る
こ
と
を
考
え
た
者
も
い
た
が
、

同
質
的
文
化
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
苛
立
ち
を
感
じ
（「
ユ
ダ
ヤ
人
が
多

す
ぎ
る
! !
」）、
多
文
化
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
が
居
心
地
が
よ
い
と

し
て
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
乾
杯
! !
」
し
、
帰
国
す
る
と
い
う
話
で

あ
る
（
リ
リ
ー
・
ブ
レ
ッ
ト
「
休
暇
」
参
照
）。

（
明
石
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
四
一
四
頁
）

関
根　

政
美　


